




ルダーにドラッグ＆ドロップし、インク

ジェットプリンターから出力。在宅勤務中

は VPN で社内と接続し、ホットフォルダー

を通して Pack Proof に印刷を指示する。

　同所属のクリエイティブディレクターの

熊谷朋毅氏は「Pack Proof を入れた段階で、

花王オリジナルではない PANTONE 色によ

るカラーマネジメントの標準が確立できま

した」と述べる。新しいカラーマネジメン

トシステムは2019年にタイからスタート

し、インドネシアでも採用。eXact を用い

ることにより色差を明確にすることで、本

印刷前の色の確認がリモート化され、原則、

印刷立会が解消された。

　実際のリモート立会による色の確認は、

Web 会議システムを通して行われる。渡邊

氏は「Web 会議システムを利用し、モニター

上で印刷ターゲットと、実際に本機で印刷

された印刷物を見比べます。乖離が多かっ

たら調整を指示します。人の肌は現場の判

断が優先です。基本的にはターゲットから

合意した色差以内だったらルール上 OK に

しています。悩む場合も承認で通します」

という。使用するモニターは一般的に利用

されているものだが、印刷ターゲットと印

刷物を比べれば色の差異は分かる。異なっ

ている部分のみ確認し、明らかな乖離がな

く、合意した基準の色差内であれば承認し

て本印刷を指示する。

　「Web 会議システムで、印刷会社と話が

できる前提が Pack Proof です。PANTONE も

かけ合わせも忠実に再現するので、出力し

たものが印刷ターゲットそのものになりま

す。出力したカラーターゲットの精度が高

いので、リモート立会でもディスカッショ

ンができるのです」（渡邊氏）。

　当初、数値管理による印刷には不安が

伴った。熊谷氏は「カラーマネジメントの

デジタル化を始めた当初は不安がありまし

た。色の違いが数値で理解できるだろうか

と」と振り返る。しかし、「デザイナーの

ように色を見る訓練をされていない事業部

のメンバーでも判断ができました。逆に

安心して OK が出せるようになっています」

という。渡邊氏は、「アジアの現地の印刷

会社は数値管理に懐疑的で、最初は信用で

きない、失敗したらどうするのかという意

見が寄せられました。それでもテストを繰

り返して、社内のメンバーを教育し続けて

いきました。最初は大変でしたが、ステッ

パッケージにおけるデザイン・クリエイティブワークの効率化に取り組んでいる熊谷朋毅氏（左）と渡邊克則氏

① Pantone LIVE のカラーライブラリーから色を選択 ③12色インクジェットプリンターでカラーターゲットを出力

② Pack Proof から出力指示 ④ eXact で測色



プバイステップで一緒に作業を重ねながら

互いに理解を深めていくことができまし

た」という。熊谷氏も「印刷会社ごとに条

件がある中で、双方で合意可能な適切な測

定条件を設定して合意に至るプロセスが重

要です。マインドの問題としてはまずチャ

レンジすること。やってみないと分からな

いことがありますから」と強調する。

　タイでスタートした数値管理のモデルは

インドネシアでも全ブラントで適用されて

おり、今後、他の生産国に展開する。

数値管理とリモート立会が確立
業務期間が３ヵ月から１ヵ月に

　数値管理によるカラーマネジメントの確

立は、

①印刷品質の均質化：複合購買体制による
印刷色ブレの消滅
②印刷管理業務期間の短縮：通常３ヵ月か
ら約１ヵ月の短縮
③担当者業務量の削減：大部分の確認業務
（製版確認・印刷色確認・修正確認）の削減
④印刷立会の減少（新スキーム採用国に限
り、印刷立会は基本的に最低限の参加）
　という成果に結びついた。結果的にパッ

ケージの制作プロセスで利用するプルーフ

用紙やインキが減少。印刷立会に伴う出張

経費や時間も削減され、コストの削減、ひ

いては色校正時に発生してしまう破棄する

資源も抑えられた。

　加えて新型コロナウイルス感染症の拡大

で、印刷会社の部外者の立ち入り禁止と在

宅勤務が始まってからは校正承認のリモー

ト化に移行。渡邊氏は「新型コロナウイル

ス感染症の拡大で出張もできず、印刷会社

に立ち入れない状態になりました。あまり

にも急過ぎたので、タイ、インドネシアで

構築していた数値管理のスキームと、手持

ちのパソコンの組み合わせでリモートによ

る立会に対応しました」と振り返る。その

結果、完全在宅勤務でもほぼすべてのプロ

ジェクトについてリモート立会に切り替

え、業務が滞らずに進行することができた。

　国内では当初、印刷会社がデザイナーに

本機の印刷見本を送付し、修正指示を記入

して送り返す方法も考えられたが、時間の

かかり過ぎで商品の生産開始に間に合わな

い可能性があった。国内のリモート立会で

も、Pack Proof の印刷ターゲットに対し、

モニター上で実際の印刷見本を比較。現場

でのリアルな立会よりもリモート立会に要

する時間は短かった。

　熊谷氏は「Pack Proofがなかったら、この
コロナ禍を乗り切れなかったと感じていま
す。リモート環境ができたことは大きいで
すね」と高く評価。渡邊氏も「日本でも、も
うワンステップ踏み込み、次の段階に上げ
ていきたいと考えています」と述べている。
　今後は Pack Proof を利用したリモート出

力を検討。海外の生産拠点に Pack Proof を

導入し、現地で日本と同じ環境下で出力す

ることで、日本から印刷ターゲットを送る

コストと時間の削減を目指す。国内でも

Pack Proof を導入している一部の外部パー

トナー企業とはリモートプルーフ出力の環

境を整えている。カンプ制作期間の短縮

や印刷用色見本の送付時間の効果が現れ、

コロナ禍の中の BCP 対策にもつながってお

り、このスキームを広げていく意向である。

　また、同社では ESG の観点から環境に

配慮した印刷方式の採用を見据えている。

例えば、花王が保有している水性インク

ジェットインクを利用した軟包装用のイン

クジェットデジタル印刷機や、水性グラビ

アインクを採用したグラビア印刷機で VOC

（揮発性有機化合物）の発生を抑えること

も検討している。また、国内でも数値管理

によるカラーマネジメントの本格的な運用

に向けて、取引先の印刷会社をはじめとす

るサプライヤーと連携を取りながら、パッ

ケージ制作フローのさらなる効率化を図っ

ていく。

１枚目のカラーターゲットからΔE0.8の色差という精度

４台のインクジェットプリンターが稼動中
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